
参考書誌研究・第43号（1993・9）

国立国会図書館所蔵の和刻本漢籍概観

井　坂　清信

はじめに

1．百万塔陀羅尼から室町時代まで

2．古活字版の時代．

3。江戸前期

　一内典中心から外典中心へ一

4．江戸中期　一漢学全盛時代一

5．江戸後期

　一官版・旧版の盛行と漢訳西三一

おわりに

　本稿は，昨年5月8日に早稲田大学国際会議場で開催された「近世漢籍国際会議」

において，「国立国会図書館所蔵の和刻本漢籍」と題して行った発表の原稿に補筆訂正

を加えたものである。

はじめに

£

　国立国会図書館では，・昭和62年3月に

『国立国会図書館漢籍目録』を刊行いたし

ました。この目録は分類目録で，まだ索

引ができておりませんのでなかなか引き

’にくいのですが，漢籍についての総合的

、な検索ツール．のなか？た頃に比べます

と，大分検索が容易になりました。因に

この索引は，平成5年度中には刊行され

、る予定にな？ております。・

　ピの目録には，昭和56年12月末現在整

理済み9）図書が収録されていまして，そ

の総数は231専43タイ1トル，三三で214，445

冊となってぎります。ζの中には，中国

で刊行されたいわゆる唐本のほかに，朝

鮮本・安南本・和刻本，’ ｳらに民国以後

刊行ざれた中国書も含まれでおります。

　この目録では，三代以前の著書には四

部分類を適用し回して，経・史・子・集・

叢書の各部に分類し，民国以後の著書に

対しては新学部を設け，十年分類系の分

類によって排列しております。各部別の

タイトル数は，経口が1，357，史部が5，

557，子部が4，526，集部が2，914，叢書部

が475，最後に新学部が9，114となってお

，ります。現在，毎年二，三千冊の中国語

図書が入ってきておりますので，新学部

の数は若干増加してい，るものと思われま

すが，その他の各部につきましては，’さ

したる変化はないとみてもいいでしょ

う6

　ところで，当館所蔵の漢籍は，ほかめ

もろもろの資料と同様に，旧帝国図書館

および貴族院・衆議院の各図書室から引

き継いだものと，戦後，昭和23年に当館

・が創設された後に収集され左ものとから

成っております。そして，戦前にも戦後

にも，現在の当館漢籍1レクションの主

要な部分を占めることとなる大口の収集

がいくつかありました。ここではこうし
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　　　　　ノ
た当館の漢籍コレクション形成の経緯：に

ついて詳しくお話申し上げる余裕はあり

ませんので，文部省交付本についてだけ

一言触れておきたいと思います。

　明治4年の廃藩置県の後，文部省は各

府県から旧藩蔵書の目録を提出させて，

蔵書の回収を始めました。旧帝国図書館

の前身であります東京書籍館は，その折

文部省に申請いたしまして，これらの書

籍の交付を受けることになりました。こ

れがいわゆる文部省交付本でございま

す。明治8，9，11年に交付されました書

籍の数は，和漢書あわせて総計3，183タイ

トル，43，630冊にも上ります。このうち

、漢籍の占める割合は，タイトル数で四分

の一強になり，その内容は四部分類のす

べての分野に亘っております。当館の漢

籍コレクションは，この文部省交付本が

核となり，さらにその後の収集活動によ

って補強されまして，現在に至っている

わけであります。

　これから私がお話し申し上げようと思

っておりますのは，この文部省交付本の

中にも数多く含まれておりました和刻本

漢籍についてであります。和刻本漢籍と

いいますのは，申すまでもなく国産の漢

籍版本のことでございます。中国や朝鮮
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から我が国に伝来しました漢籍もしくは

これを我が国で書写したものを，我が国

で覆刻もしくは翻刻したもののことを意

味します。現在我が国に伝存する漢籍（新

学部を除く）は，数量的にみますと，我

が国での書写本とこの和刻本とが大部分

を占めると云われております。とりわけ

漢学が大いに栄えました江戸時代におけ

る和刻本の盛況には，まことに目を瞠：る

ものがあります。当館では，この和刻本

漢籍を約2，800点ほど所蔵しております。

そこでこれから我が国における漢籍の覆

刻・翻刻の歴史を辿りつつ，当館所蔵本

中の主なものをご紹介してまいりたいb

思います。

1．百万塔陀羅尼から

　　　　　　室町時代まで

　現存する日本最古の印刷物は，いわゆ

る百万塔陀羅尼でございます。これはご

承知のように，『無垢浄光大陀羅尼経』の

中の根本・相輪・自三三・六度の四種類

の陀羅尼を印刷し，百万個の小判に納め

まして，法隆寺・東大寺・西大寺・薬師

寺等の十大寺にそれぞれ十万個ずつ分平

したものであります。この大事業は，称

　　　　　　　　　　　　　ヘヰ　レ　　　　ノウう　　　モごゆウなぬくいサゆ　に
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徳天皇が，天平宝字8（764）年に起こり

ました恵美押勝の乱を平定後，仏恩に報

いるために発願いたしまして，神護景雲

一4（770）年に成ったものであります。当

館では，六度以外の三種類の陀羅尼を小

皿とともに所蔵しております。．

　この百万塔陀羅尼の後，’印刷遺品の残

されていない時代が二百年以上続きます

が，平安中期の藤原道長の頃から，いろ

いろな祈願や供養のため，摺経や摺仏が

行われるようになりました。当館には平

安後期頃のもの，と思われる摺経の断簡及

び平安末期のものと患われる摺仏「毘沙

門天王画像」がございます。

　こめ摺経供養の影響によ．って，興福寺一

をはじめとする南都（奈良）の諸大寺で

盛んに仏書が開版されるホうになってま

いりました。藤原氏の氏寺として繁栄を

極めた興福寺は，春日神社の別当寺でも

ありましたため，興福寺の開版・したもの

は「春日版」と呼ばれております。現存

最古の春日版は，寛治2（1088）年刊の

法相宗の経典『成唯識論』であると云わ

れておりますが，当館では鎌倉から南北

朝にかけての時期に刊行されたものを架

蔵しております。・一そのほかには，鎌倉時

代に刊行されました“『成唯識論述記』や

　『妙法蓮華経』などがございます。仏書

の開版はやがて京都その他の寺院でも行
われるよう’ ｽなりました。当館には，東

寺版の『仏母犬孔雀明王経』（貞応3，

1224），叡山版の『妙法蓮華経玄義』（室，

町時代），高野版の『大塚盧遮那成仏経回』

’（i建治3一弘安2，1277－i279）等が入ってお

ります。

　このように，平安時代から鎌倉時代末

期にかけて開肢されました和刻本漢籍は

すべてカ『仏書でした。寛平6（894）年に

遣唐使が廃止されて後，中国との正式な

国交は久しく途絶えることになるわけで

すが，藤原佐世撰の『日本国見在書目録』「

をみますと，九世紀末葉の時点で既にか
　　　　　
なりの数の外典（仏典以外の書籍）の漢

籍が残が国に将来されていたこと三分か、
ります。’ ｻの後も僧侶や商人の手によっ

て，漢籍は内典外典ともに，少しずつで

はありますが輸入され続けております』

しかし，この時点ではまだ，和刻される

のは内典のみだったのであります。

　鎌倉時代に禅宗が盛んになりますと，

貴族や武家が錬れた禅僧の指導を仰ぐよ

うになり，禅宗を中心とする文化が興る

て，それが書物の出誉め方面にも大きな

影響を及ぼすことになりました。鎌倉な

らびld京都の五山を中心に，禅僧によっ

て禅籍を主とする書物の開版が行われる

ようになり，たくさんの印刷遺品が現在

にまで残されております。それらは丁五

山版」と称され，当館でも臨川寺刊の『仏、

果園悟真覚禅師心要』（暦応4，ユ341），夢

窓国師の甥春屋玉繭刊の『五家正宗賛』’

（一貞和5，1349），法性寺刊の『管掌臨済恵

照禅師語録』（永享9，1437），瑞竜禅寺刊

の『仏果園悟禅師碧巌録』（室町時代），

いわゆる．「美濃版碧羅録」等をはじめど

して，約60部程の存在が確認されており

ます。その中には『夢中問答集』や『聚

分韻略』のような国書も含まれておりま

すが，大部分は宋・早早等の覆刻本です

ので，大陸風の版式壷持つものの多いの

がその特徴と，なっており回す。

　五山版の刊行は南北朝時代に最：盛期を

迎え，室町時代末期まで続きま、しそ，・地

域的にも全国に広がっております。そし

て，群籍似外に外典の漢籍も開版してい

るところに，その出版文化史上の意義を
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みることができるとされておりますp外・

典の和刻本漢籍中現存最古のものは，禅

尼宗沢刊の覆宋刊本『寒山詩』（正中2，

1325）でございます。次いで春子妙蕗刊

・q）覆明刊本『詩法源流』．（延文4，135．9）

が挙げられますが，これらはともに当館

では所蔵しておりません。当館には，観

二二の『集千家註分類杜工部詩』（永和2，

i376），、臨川寺刊の『新刊五百家一音辮唐

笠先生文集』（嘉慶元，「1387），おなじく

南北朝時代に刊行された『新刊五百家聴

音辮昌黎先生文集』『唐．朝四賢野州』『趙

子昂詩集』『中州集』，それから『重新点

校附音増註蒙求』（応安7，1374）・四十i数

点がございます。総じて集部に偏った蔵

書構成となっていて，経書の類はまった

く入っておりません。元来，五山版の外

典漢籍は詩文集が圧倒的に多く，他には

経書や字書・韻書・類書等が各々若干み

られる程度という，かなり偏った内容を

示しておりますので，当館所蔵本にみら’

れるこうした傾向も，あるいは止むを得’

ないものなのかもしれません。

　ここで，この五山版に関連して触れて

おかなければなりませんのは，南北朝時
代に，「 ｳ末の動乱を避けて，中国から愈

・良工・陳孟栄ら大勢の刻工が渡来したこ

とであります。彼ら． ﾍ，多くの五山版の

開版にも，職人として雇われて携わりま

した。・例えば，先にあげました『門柳先

生文集』や『昌黎先生文集』は野良甫が，

そして『杜工部詩』や『蒙求』は陳孟栄

が，その開版に係わっております。彼ら

の開版活動は，和刻本漢籍に宋・野風の

版式を普及させる上で大きく貢献しまし、

たが，なかには随分ぞんざいな彫りのも

のもみられるということでございますσ

　ところで，平安・鎌倉時代の出版はも

　つばら寺院によって行われてきました

が，南北朝時代以降，少しずつではあり
　　ご　ヘ　　　　　　　　　　　　　　モ

　ますが，一般篤志家の手によっても行わ

’れるようになってまいりました。また応

永年間以降の傾向と、して，地方における

開版活動が盛んになってきたことも指抽

　されております。例えば，足利尊氏の重

　臣高師直は，暦応2（1339）’年に『一眠

厳経義疏注経』を開版しております。こ

　れは，罪障消滅を願う師直が，この年に

創建された天龍寺に委嘱して開版したも「

　のとみられており，「忠直版」と呼ばれて

　おりまして，当館にもございます。それ

　から泉州沖の道祐居士は，正平19（1364）

　年に古写本を底本として『論語集解』を

　開版いだしました。ζれがいわゆる「正引

　平版論語」で，我が国で開版さμた経書

　の現存最古のものとされております。こ

　れには数種類の版がありまして，当館炉

　所蔵しておりますのは，無恥本の室町末

　期後印本で，室町時代のものと思われる’

　訓点が施されております。

　　泉州堺は1瀬戸内海の要衝の地にある

　港として，南北朝時代から警部に都市的

　発展を遂げ●てまいりました。とりわけ十

　五世紀末に，細川氏がここを遣明貿易船

　の発航地としてからは，多数の貿易船が

　出入りする自由貿易港として栄え，富裕

　な貿易商を中心に様々な活動が展開され

　ました。この地で医を業とし七ぎました

　阿佐井野家は，大永8（1528）年に『新

　編名方類証医書大全』を開版いたしまし

　た。明刊本の覆刻本であります本書は，

　野鶏国における医書刊行の断口でありま

　して，当館でも所蔵しております，また，．

　同家が天文2（1533）年に，清原宣賢の

　指導のもとに集解本によって開版しまし

　た『論語』，すなわち「天文版論語」もこ
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ざいます。

　この堺と同様，外国貿易によって利益

を得ておりました周防の大申や薩摩の島

津領内でも，他の地よりも盛んに書物の

．開版が行われました。応永17（1410）年．

刊の『二乗法数』は大内領内での刊行物

で，当館にも入6ております。’しかし，

文明13（1481）年に島津領内で全国に先

がけて開版されv一延徳4（1492）年には

再版もされた二代の新注の『大学章句』

・はございません。・ζの本の初版本は現在

侠亡し，再版本が全国に一部伝存するの

みとのことでございます。

　以上，室町時代末期までの漢籍和刻の

歴史を辿りながら，当館が所蔵しており

ます資料をご紹介してまいりましたが，

もう少し外典の和刻本を付け加えておき．

たいと思います。　　　　　　．●

　まず最初は，経部小学類の『韻鏡』（永

禄7，1564）でございます。、この本は中国

では早くに供亡した韻書で，我が国へは

鎌倉初期に伝来し，音韻学の必読書とし

「て重視されてまいりました。’当館所蔵本

は清原家の旧蔵本ですが，．この清原家は

室町中期に至ると大いに活躍いたしまし

て，書物の開版事業にも関与しておりま

す。先にみました「天文版論語」には宣

賢が係わって湿りましたが，この永禄7

・年刊の『韻鏡』は7t／宣賢が関与した享禄

元（1528）年刊本を，宋の慶元3（1ig7）i

年刊本によって校訂したもののようであ

ります．

　’次に史部には，室町時代刊あ『立斎先

生標題解版音釈十入史略』がございます。

朝鮮本の覆刻かといわれております本書

には訓点が施され，全巻に室町時代のも

のと思われる書き入れがみられます。そ

れから天文23（1554）年に今1川義元ゐ叔

父龍山雪斎が開版しました『歴代序略郵

もございます。，当館本は室町末期の後印

本で，訓点が施されており，’同筆の欄外

書き入れもございます。

　次に子部には，南北朝時代の覆宋刊本

『孫子庸斎ロ義』がございますが，当館

本は医家曲直瀬家や弘前藩の医官渋江潔

斎らの旧蔵本であったことが，押捺され

ている蔵書印から分かります。また『新

刊勿聴子俗解入十一温熱』という医書が

天文5（1536）年に高尾寺で開版されま

．したが，本書は句読点を四刻レた初期挿

絵本どして，出版文化卑上々いへん重要’

視されているものであります。

　膏血は集部ですカ㍉総集類に属するも

のとして『沁沁大字諸儒箋解古文真討匪

集』がございます。これは室町時代の三

元刊本で，同時代のものと思われる朱筆

の訓点が施されており，’先程の『面子』

と同様，曲直瀬家や渋江抽斎らの蔵書印

が押捺されております。

　なお，当館が所蔵しております室町時’

代以前の和刻本漢籍につきましては，『国

立国会図書館所蔵貴重書解題　第1巻』

に紹介されておりますので，詳細はとれ

をご脚下さい6

2．古活字版の時代

　文禄元（1592）、年と慶長2（1597）年

の二度に亘り，豊臣秀吉は朝鮮への派兵

、を敢行いたしました。この第一回目の派

兵の折，戦いを終えて帰還しました武将

建が持ち帰った活字及び印刷機を，秀吉

は後陽成天皇に献上いたしました。天皇

はこれを使って，文禄2年に『古謡孝経』，

を開版したと伝えられております。しか

し残念ながら，これまでのとこうその遺
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品は見つかっておりません。この後，天

皇は新しく木活字を作らせまして，十種

余りの書物を開版させました。これがい

わゆる「慶長勅版」・で，なかには『四書』

（慶長4）や『古文孝経』て同）のような

漢籍も含まれております。当館でも『古．

文孝経』を所蔵しております。現存する

『雅馴』和刻本中最古のものであります

本書は，和様の大型活字を用いた，大変

に風格のある版本でございます・

古文孝経

　このように後陽成天皇は，舶来の新技

術を導入いたしまして書物の開版に係わ

ったわけでありますが，この後半世紀に

旧り，‘ 艪ｪ国ではこの技術による書物の

開版が盛んに行われました。これは，江

『戸時代後期に行われたいわゆる「近世活

字本」と区別して「古活字版」と呼ばれ

ております。当館では，この古活字版を

約200点ほど所蔵しております。去る平成

元年に噛 w国立国会図書館所蔵古活字版図

録』が刊行されましたが，これは全体が’

　「仏書」「国書」「漢籍」の≒蔀に分けら

』れていまして，そのうち漢籍は約50点ほ

どございます。申すまでもなく，これは・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　6

外典のみの数であります。1

　その中から主なものをご紹介します．

と，・まず後水尾天皇が元和7’（1621）年

　　　　　　　　　へに銅活字で刊行いたしました『皇朝類苑』、

．がごさいます。いわゆる「元和勅版」で

あります。それから徳川家康が，足利学

校第九代貸主指継元借を京都伏見の円光・

寺に招いて開版させました『孔子家語』

（慶長4，1599），『貞観政要』（同5），『黄．

石公三略』（同9），『周易』「（同10），『七書』

（同11）などがございます。・これらは「伏

見版」とか「円光寺版」などと呼ばれて

おります。ま禿慶長12（1607）年に駿府に

退隠しました家康が，金地院心証や林羅

・山らに命じて，元和2（1616）年に銅活

字で開版させました『群書治要』もござ

います。これは「駿河版」と呼ばれてお，

りますξ・豊臣秀頼も，慶長11年に木活字

で『鼻塞図説』塗刊行し，当館にもござ

・いますがゴこれも家康の影響によるとこ

ろが拙き・からたものとみられておりま

す。それから上杉家の重臣直江山城守兼

続が，’慶長12年に京都の要法寺に委嘱し

て刊卜いた’しました，いわゆる「直江版、

文選」も所蔵し、ております。また，おそ

らく医者と思われる梅寿軒という人物

が，慶長13年に開版しました『黄帝五経

素問論証発微』は，初版本・再版本とも

にございます。それゑら明らかに出版書

騨の手になると分かる最初のものであり

ます、『古文真宝論集』が，、慶長14年に本

屋新七によって刊行されまして，当館に

も入っております。従来開版されたこと

のなかった『史記』，もこの新技術を以て

刊行されま，して，当館には慶長・元和頃

のものと思われる二本がござい津す。『老・

子奥底口演』一も，前代には刊行されなか

ったしものでございます。当館本には，「全



体に林羅山の書き入れがみられます。こ

・れも慶長年間に刊行されたと思われる

　『詩経』と『春秋経』の二本は藤原怪窩

旧蔵本で，いわゆる「怪窩点」研究の貴

重な資料のひとつとされております。朱

子の『近思録』は江戸時代を通して幾度

も開版されましたが，当館が架蔵してい・、

るのは寛永門守に刊行されたと言われる

古活字版一本のみでございます6

　以上，外典の漢籍ばかりを紹介いたし

ましたが，この時期に内典の漢籍が開版

されなかったわけではあり・ません。平安1

末期以来，書物出版の中心的な担い手と．

なつ．てきたのは寺院でした。そして，こ

の新興の活字印刷法の流行に拍車をかけ

たのも，・また寺院だったのであります。

川瀬一馬著『増補古活字版之研究』付録

の「古活字版刊行年表」を見てみますと，

寛永初めの頃まで実にたくさんの仏書

が，この新技術によって開版されている

ことが分かります。なかでもとりわけ「叡

山版」と「高野版」とが物種が多く，他

にも本国寺・要法寺等の京都め寺院で数

多く開版されておりますみ当館には40点

余り．の古活字版仏書がありますが，その

うちの約半分が漢籍に相当します。．

　その中から主なものを挙げてみます
と，まず古活字版仏書の最古りものであ

ります『夫台四教儀集解』〈文禄4，1595）

がございます。本国寺で開版されたとみ

・られている本書は，現存する古活字版の

最古のものでもあります5本国寺版には，

他に慶長17（1612）年刊の『仏祖歴代通

載』がございます。それから妙心寺刊の

　『鎮丁丁済恵照禅師語録』（慶長年間）が

あワますが，これはやや行書体を加味し

た書風の活字を用いた，大変特色のある

本でございます。叡山版としては，『伝法

正宗記』（寛永7r　1630）や1浬禦経疏』

（寛永年間）などがあげられます。またデ

天海僧正が寛永14年に上野の寛永寺で開

版に着手いたしました，いわゆる「天海

版大蔵経」の中の『大智度論』や『諸経

要集』’なども所蔵しております。因にこ

の「天海版大蔵経」は，我が国における

r切経刊行の噛矢であPまして，三代将

軍家光の援助のもとに12年の歳月を費や

して完成されました。初めの方は木活字

で印刷されましたが，後の方では整版に

・変わっております。

　こうした寺院の開版活動に関連して注

目されますのは，初め寺院内あるいはそ

の門前に居を構え，寺の御用を承って出

．版に従事していた職人が，やがて寺の外

の人々の需めにも応じるようになり，次

第に出版業者としての地位を確立するに

至ったことであります。当時は，営利事

業としての出版業は，生産・流通過程に．

おける全く新しい部門だったのでありま

す。

　との文禄に始まり寛永の初め頃まで盛

んに行われました舶来の新技術による書

物の開版が契機となり，・日本の書物の歴

史は，それまでの長い写本中心の時代か

ら版本中心の時代へと転換いたしまし

た。和漢の様々な部門に亘りましたこの

古活字版の開版は，近世江戸文化あ開花

に大きく貢献することになったのであり

ます。しかし，次第Oと読書入口が；増大し，

書物の需要が増加してきますと，耐用能

力に限界のある木製活字による印刷でば

対応しきれなくなったことや，この技術

では付訓本の組版が難しかったことなど

，の理由で行われなくなり，整版印刷の復

活をみることになるわけであります。

　なお古活字版には，この朝鮮系の技術
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によるものの他に，キリズト教の宣教師

によってもたらされた西洋の活字印刷術

によるものもあり’ました。しかし我が国

では，慶長17（1612）年のキリシタン禁

令によってこちらの技術は早々に途絶え，

てしまい，ついに漢籍の開版をみること

はなかったのであります。

　　3．江戸前期一内典中心から

・　　　　　　　　　　外典中心へ一

　江戸時代のごく初期は，このように古

活字版全盛の時代でした。徳川家康は学

問を奨励し，治政に有益な書物を多数開

版きせるとともに，慶長12（1607）年，

朱子学者林高山を幕府儒官に登用し，朱

子学を幕府あ文教政策にふ，さわしい学問

と認定いだしました。こう』したこともあ’

っそ，元禄以前には程朱学関係の書物が

多数開版されました。古活字版の時代は

寛永頃まででほぼ幕を閉じますから，そ

のほとんどが整版｝P刷によるものであり

ます。

　まず経部についてみてみますと，『四書

集註大全』（慶安4，・1651蹟刊，鵜飼石斎

加点，．当館本は万治2年後二本），、『五経

大全』（承応2，1653刊」林三山加点），r四

書三三導義大成⊥（三文11，，1671）などの．

大部なものが刊行されまして，』当館にも

入っております。’しかし，大小取り混ぜ

て相当数が開版された経部の書物の当館

における所蔵状況ほ，決して良好とは云

えません。そのなかでひとり小学類だけ

が，例外的にわずかに面目を保っており

ます。とりわけ『韻鏡』は，寛永5（1628）

年刊本から貞享4．（1687）年刊本まで，

この時期のものだけでも15種もの版を数．

えることができます。因にこれは，戦後

当館が，国語学霊亀由次郎の旧蔵書を購一

入したことによるものであります。

　次に史部では，『二巴淵源予州増』（慶

安2）や『宋名臣言行録』（寛文7）など

を架蔵しておりますが，寛文年間に開版

されました鵜飼錬斎加恵の『資治通則綱1

自』はございません。『史記明野』は程朱

学とは係わりありませんが，寛永13年に

「入尾本」がデ寛文13年には「紅屋本」

が開版されました。また『漢書評林』も，

明暦4年置刊本炉刊行されております。一、

当館では後者のみ架蔵しております。こ

の時期には，史部の書物の刊行は，経部

に比べます窒，だいぶ少なかったようで

あります。

　子部では，『性理大全』（承応2刊，小

出永安加点），『朱子語類』（寛文8蹟刊，

鵜飼石斎・安井信祐加点），f周子全書』

（延宝元，1673），『張子：全書』（同3）など

がございます。ζの時期には，朱子学と　／

は別に中江藤樹や熊沢蕃山らによる陽明

学も行われたため，こり方面の書物も刊・

行されました。・慶安3年刊の『伝習録』

はその代表的なもので，当館にもござ吟

ます。・陽明学は，申すまでもなく明の王

陽明が朱子学に対して異説を立てたもつ

ですが，漢唐二二学を捨てて「四書」を

重視し，修身の道を臨くという点ではた

がいに共通するものがあります。この両
　　　　　　ノ者を総称して「門下性理学」と呼ぶ所以
　　　　　　　　ヒへ
であります。明の呉勉学の『平明四先生

語録』は，こうした両者の関係を認識し

た上で編集されたものかどうかは分かり

ませんがi「朱子語録」「象山先生語録」’

「薩文清公読書録抄」「陽明先生則言」の

二者が合刻されております。”その和刻本

が慶安5年に開版されまして，当館にも

架蔵きれております。この時期にはまた，
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医書と兵書が前代に引き続き盛んに開版

されていまして，当館にも，『赤水玄珠』

（明暦3，1657）や『武備志』〈寛文4）の

ような大部な兵書が架蔵されておりま

す。医家類の『本草綱目』などは，寛永

14・承応2・寛文9・同12年刊本等々数本・

がございます。『老子』『荘子』『列子』の

「庸斎口義」が喜ばれたのも前代の余風

で，当館には，寛永6年刊の『老子』と

同4年刊の『捨子』とがございます。老

荘丁寧に関しましては，明の三三撰の『老

子翼』『荘子翼』に小出永安が加点したも

のが承応2年に開版されており，当館で

も架蔵しており質す。中国では侠亡いた

しました『遊仙窟』という伝奇小説が江

戸初期に開版され，・その慶安5年後印本

が当館にも入っております。中国では淫

書として斥けられ，『唐書芸文志』はじめ

諸目録にも掲載されることのなかったも

．のですが，我が国では奈良時代にもたら

されて以来，長く愛読されてきました。

寛文6年には『古今事文類聚』のような

大部な類書が開版され，他にも『略叙指

南』（慶安2，1649），r群書拾唾』一（承応元，

16与2），『五車早牛』（万治2，1659）など

が，主に詩文を作る際の参考書として開

版されておりますが，いずれも当館で所

蔵しております。1

　最：後に集部につきましては，経学にお

ける程野鴨の盛行には係わりなく・依然

として前代の五山文学の余風を強く残し

ていまして，相変わらず『古文真宝』や

『三体詩法』などが盛んに行われました。

当館にも寛永7（1630）年刊の『三体詩

法』と延宝3（1675）年刊の『古文真宝

呼集』がございます。また絶句を学ぶの

に『聯珠詩格』炉好んで用いちれ々のも

五山以来の通例で，』当館には寛永9年目

延宝3年の刊本が架蔵されております。

『唐柳河東塔』（寛文4，1664刊，鵜飼石弓

点）や『唐韓昌黎集』（万治3）などは大．

部なため，この時期に開版されたものが

後印されて長く用いられました。当館で

も後者を架蔵しております。『詩林広記』

（寛文8’ ｧ，宇都宮趣庵・鵜飼錬斎加点），

『氷川詰式』（万治3刊，当館本は後印本），

『生噛』（貞享3）といった詩文評類に属

する書物も開版され，類書とともに詩文

を作る際の参考書とされました。これら

も当館に入っております。

　この時期には，当時輸入された明末清

初の刊本を底本として，漢籍の和刻本力『

たくさん開版されましたが，まだテキス

トの良し悪しを弁別し，本文の校訂を十

分に行った上で刊行されたわけではあり

ませんので，その出来はあまり良くなか

ったようでございます。また，数多く刊

行された付訓本のなかには，誤って読ん

だりしている個所もだいぶあると云われ

て右ります。いかにも啓蒙期らしい現象

といえますが，この付訓本刊行のもつ文

化史的意義はきわめて大きいと評価され

ておワます。

　ところで前代までは，和刻本漢籍のう

ち内典と外典とでは，内典の方が多く開

版されていましたが，この時期以降はそ

の立場が逆転いたします。こうした傾向

は，幕府の文教政策にふさわしい学問と

して朱子学が採用されたことに示されま

すように，漢学が仏教に対して優位を占

めるようになった当然の帰結と云えまし

ょう。先に古活字版の項で触れました「絶

海版大蔵経」開版後に開版された内典漢

籍のう・ち，特筆すべきものに「鉄解版一

切経」があります。

　これは黄葉開山隠元禅師あ弟子鉄眼道
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光がr切経の開版を発願．L・斗S年の歳月

を費やして延宝6（・678）年に完成した

もので，別名「黄葉版一切経」とも申し

ます。天海版は刊行部数が少なかったた

め，全国に広く普及するには至りません

でしたが，この鉄眼版は霞めに応じて摺

刷されたため，tt日本全国に大蔵経を普及

させる上で大きく貢献したと云われてお

ります。また，明の「万訟訴」（方二本）

を底本にしておりますことから，その開’

版ほ，これ以降の明朝体の版式の盛行に

なにがしかあ影響を及ぼしたもめとみら

れております。当館にも『大乗入樗町回』

『仏説長阿六経』『雑阿含経』などの部分

経がございます。その版木が黄漿山万福

寺に保存されており，現在も温めがあれ

ば摺刷することにしているそうですが，t

’それはともかく，これ以降の内典漢籍の

出版には特た目立った動きはみられませ

んでした。しかし，江戸時代を通して僧

侶は書籍商の上客であり続け，とりわけ

中期以降になりますと，大宗派にはそれ，

それ専属の書犀がついて，その需要を充

たしていたようであります。

4．江戸中期一漢学全盛時代一．

　さて江戸時代も元禄以降になります

と，出版界の中・ら・が上方から江戸に移る

という大きな変化がみられ，また販路拡

大による新興書商の台頭といつ々現象も

生じてまいりました。読者層はいうそう

拡大し，刊行物の種類の多様化と刊行部

数の大量化にも拍車がかけられました。

こうした一般的状況のなかで，学術出版

としての和刻本漢籍の出版がどのような

樹嘩1呈していたかを・寛政以前までを・

ひとつの区切りとしてみてみることにい

たします。

　まず工部では，宝永から享保にかけて，・

荻生租棟が程朱の宋学を排し，．先触め経

書の原点に遡ρてそρ本義を究明すべき

こ．とを提唱し，．その一派譲園の学風は広

く天下に普及いたしました。譲園では経

書の古注を尊重しまし牟ことから，延享

4（1747）年にば『詩経』の四隅が，ま

た寛延2（1749）年には『周礼』一の，宝

暦13（1763）．年には『儀i礼』の鄭注が，

それぞれ刊行されております。当館に1ま

延享4年の門経』、はございませんがダ

寛延2年のものが入っており1ます。『周

礼』と『儀礼』はζもに所蔵しておりま、

す。さらにζ．の時期の特記すべき出版物

としまして，享保17・　（1732）年刊の『古、’

文孝経」＼と寛延3’（1750）「年刊の『論語』

集解義疏』とを挙げることができます。

前者は，譲園の太宰春台が，中国では三一

に失われていた「孔安国伝」本を校刻し，

それが彼の地に伝わらて学界に波紋を投

’げかけるとともに，飽廷博編の「知不足

斎叢書」に収録されたものであります。

後者もまた中国では侠亡しておりました

が，同じく譲園の根本武車が足利学校本

によって校刻し，それが彼の地に伝わ？

て，これも伺叢書に収録されております。

当館に｝㍉前者はございまぜんが後者は

ございます。‘因｝ピ『岬町』は，江戸時代

には孝道を説く修身書どして幼学の素読

に用いられたためか，通代多数開版され

ましたが，当館では，明治期刊本を除く

と，僅かに10余点しカ・・．所蔵しておりませ

ん。

　ところで元禄前後の時期には，幕府の

　『本朝通鑑』や水戸藩0）『大日本史』を．

はじめどして，歴史書の編纂が盛んに行

われました。、その影響が和刻本漢籍の開
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版にも及んだものか，柳沢吉保は儒臣志

村楊州や荻生二二らに命じて，明万暦10

年刊の南監本二二に訓点を施さぜまし

て，『二二』（元禄14－15），『南二二』く元

禄16一宝永2），「『宋書』（宝永3），『梁書』’

（宝永2－3），『陳書』・〈宝永3）などを

刊行しております。しかし，・これらはい

ずれも当館には架蔵されておりません。

またこの企てにやや後れて，寛延3
（1750）年頃には堀南湖加点の『新二二』

が，そして安永2（1773）年には，同じ

く堀の加点本を村瀬二二が重訂しました

『EE代史』が刊行されております。当館

には前者はございませんが，後者は文化

10（1813）年の後修本がございます。こ

の時期には官撰・私撰の別を問わず，日

本各地で地誌が盛んに編纂されました。

官撰のものの場合には『大明一統志』を

モデルにするのが一般的だったためか，

正徳3（1713）年にこれが和刻されまし

て，当館にも入っております。それから

『盧山記』（元禄10，’1697）や『鼓山回』

（元禄7蹟刊）のような名勝記，『呉船録』

（天明3）や『入二二』（同）のような旅

行記も開版されております。これは旅が

しゃすくなり，名所旧跡を尋ねる者の数

が増えてきた当時の社会状況を反映して

いると云えましょう。当館には前の二二

はありますが，後の二書はありません。

また将軍吉宗が法制関係の書物を好んだ

ことから，享保8（1723）年には・『大明

律』が荻生北渓の加点によって刊行され，

当館にも架蔵されております。それから

吉宗の命を受けて荻生祖棟が訓点を施し

た『六諭術義』が享保6年に，ttそして譲

園一派と親交のあった岡島冠山が訓点を

施した『康煕二七詔』・が同8年に刊行さ

れておりますが；ともに当館にはござい

　ません。これも当館にはないものですが，

　近衛家煕が校刻した『大唐六典』（享保9

　序刊）なども，注目すべ．きもの（1）ひとつ

　と云えるでしょう。

」　次に子部について，まず儒家類をみて

　みますと，譲園の平野金華加点のr新序』

　（享保20，173S）や亀井南冥校訂の『－曹大

　家女誠』（天明8，1788蹟刊），朱子学の奥

　田松斎加点の『門下論』〈天明6旧刊）や

　山崎闇斎核：FJの『近思録』（安：永9，　i780，

　新発田藩），陽明学の三輪執斎校訂の1伝

　習録』1正徳2，1712），古学派の伊藤東今

　加点の『塩鉄論』（宝永5，1708，徳山藩）
tt 竦ﾂ木昆陽加点の『門門新書』（元文2，

　1737序刊）等々，この時期には様々な学

　派の学者があるいは加点し，あるいは校

　訂した書物が，いろ吟ろ刊行されている

　のが分かります。しかし当館には，ここ

　に挙げました『新序』の他に，延享2

　　（1745）年刊の『筍子全書』など僅か数

　点が架蔵されているばかりでございま

　す。道家類では，譲園の宇佐美帯水校訂

　の『老子道徳真経』（i魏王旧注，明和7，

　1770）や服部南郭校訂の『荘子空華真字』

　（晋二天注；元文4，1739）などが刊行さ，

　れ，前者は当館にもございます。江戸前

冾ﾜでよく行われました林希逸の「庸斎

　口義」、は，この時期には刊行されていな

　いようであります。法家類の代表的な書

　物であります『韓非子』（享保2，1717），，

　『二子』（宝暦6，1756），『商子』（明和3，

　準766）なども刊行されま1したカ㍉いずれ

　も当館にはございません。また，雑家類・

　小説家類・芸術家類等々に属する書物も

　たくさん刊行されていますが，当館が架

　蔵していますのは，後印・後置本などを「

　含めても，その三分の一にも満たないよ

　．うでございます。しかし，なかには長沢
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規矩也著『和刻本漢籍分類目録』に未収

録のものも，まれに見受けられます。例

えば芸術類の『投壷毒忌1巻藍鼠嘉節1．

巻』（明和6），譜録類の『三富楽器図』

（安永9），天文算法類の『水鏡集約篇』

（宝暦2－6）などがそれでございます。

この時期にも医家類の書物はたくさん刊

行されており，当館にもだいぶ架蔵され

ております。またこの時期に刊行された

類書は，ほとんどが架蔵されております6

　集部につきましては，五山以来重んじ

られてまいりました宋詩に代わって唐詩

が喜ばれるようになり，『二王右丞詩集』「

（正徳4，1714），『長江集』（同5），『孟浩

然詩集』（元文4，1739），『琴無二詩』（寛

保元，1741），r王勃集』（延享4，1747）

といった別集が刊行され，当館にも架蔵

されております。とりわけ租裸が明の古

文辞派に共鳴し，，文は先秦，詩は盛唐を

標榜して，その門から服部南郭・平野金

・華・高野蘭亭といった秀れた詩人を輩出

したことにより，との風の盛行は決定的

となりました。服部南郭は享保9（1724）

年に『唐詩選』を校刻しましたが，その

結果，本書は広く我が国でも行われるこ

乏となりました。本書は明治に至るまで

版を重ね，この時期にも幾度か刊行され

ております炉，当館にはこの期のものは

一本もございません。一方，’ �S一派か

らは排斥されましたが，『三体詩法』の人

気は依然根強く，これも前代に引き続き

刊行され，この後も幾度も刊行されてお

ります。当館が架蔵しているこの時期の

ものには，．乖禄16（1703）と享保3（1718）

年の二刊本がございます。この時期には，

潭代の総集類で唐・明以外のものはほと

んど刊行されていないようです。『古文真

弓』の場合は通代の総三三に属しますが，．

これもまた譲園一派が俗書どして排斥し

たもののひとつです。しかし，前集・招

集とも江戸期を通して刊行されていると

ころをみますと，本書も相変わらず幅広

幽い読者層を獲得し続けたもののようであ

ります。当館架蔵本のうちこの期のもの

には，元禄3年刊の前・七二，元禄4・

宝暦3年刊の前集，享保4年刊の二二な

どがございます。

　この時期には漢学がすばらしく繁栄し

まして，譲園ばかりでなく諸派が並び立

ち，その覇を競い合っておりました。享

保5年に将軍吉宗が鎖国の禁令を緩和し

たごともありヂ当時長崎を通じて舶載さ
れる漢籍の数量は麟に増加してきては

いましたが，それでも需要に追いつくま

でには至りませんで，、唐本は相変わらず

高価だったようです。一般購読者の需要

を充たすために多くを和刻本漢籍に依存

するという状況は，依然として変わるこ

とがなかったのであります。

　　5．江戸後期一官版・藩版の盛行

　　　　　　　　　　　七漢訳西二一

　寛政2（1790）年，幕府は諸制度改革

の一環として学政を改革し，朱子学を正

学と定め，他を異学として禁圧する方針
tt �ﾌりました。そして，同9年には昌平

費を官学とし，これを官僚養成のための

教育機関としましだ。この昌平費が出版

しました書物がいわゆる「官版」で，寛

政11年以降幕末までの間に，主に漢学の

教科書となるもの200種余りが刊行され

ております。その版木の多くは火災で焼

失したり，流朱したりしてしまいました

が，幸い残存しました64種が明治42年に

　「昌平叢書⊥として再印されまして，三
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　館にも架蔵されております。この叢書の

　四部別の内訳をみてみますと，史部が最

　も少ないのですが，これはもともと史部

　の書物の開版自体が少なカミつたことにも

　因るようであります。L

　　そこでまず当館果蔵の官版史書にどの

　ようなものがあるかみてみますと，『堅甲

　野際議i』（文化3，1806），『古今偽書考』

・（文政5，1822），『入史経籍志』（同8），

　『大唐六典』（天保7，1836）などが挙げら

　れます。このうち『入史経籍志』の版木

　は，維新の際に清国へ持ち去られたもの

　らしく，光緒9・（1883）年に蘇州の三新

　書社から後印本が刊行されており，これ

　も当館蔵書中にございます。

　　経部にも版木が清国へ流失してしまつ

　たものがみられます。『広韻』（天保2，

　1831）や『平韻』（同9）などがそれで，

　当館にも後者が架蔵されております。経

　部の官版は，清の納言成徳編の叢書「通

　網引経解」本を底本にしたものが，・全体

　の三分の一近くを占めているのが，その

　特徴のひとつと云えます。

　　子部儒家類の『小学』は寛政11（1799）

　年た開版されましたが，初学者のための

．教科書として用いられたこともあり，江

　戸時代全期を通して，他にも各種開版さ

　れております。しかし当館には，この官

’版が未所蔵であるばかりでなく，めぼし

　いものと云えば刊年不明の田辺藩明倫館

　蔵版本があるのみでございます。また『蒔

　文清公理政名言』は，寛政11年にL度開

　版され・嘉永4（1851）年に再度開版さ

　れております。ζれは，弘化3（1846）

　年の昌平費書庫の火災で版木が焼失し，

　いわゆる焼版となったためであります。

　清の孫星術の「平清館叢書」本を官刻し

　た兵書が，天保4年に4点刊行されまし

た。『六一』『孫子』『呉子』『司馬法』が

それで，当館には『孫子』と『呉子』の

2点がございます。天保2（1831）年に

は小説家類の『世説新語』が開版されま

．したが，当館には架蔵されておりま茸ん。

しかし，本書に倣って唐子に続撰されま

した『唐世説新語』ζ『南北史続世説』

の両町が同3年に官刻されまして，こち、

らはともに架蔵されております。主とし

て漢学の教科書となるものが開版された

ためか，儒家類と雑家類が圧倒的に多く，ビ

長沢土量の和刻本目録をみるかぎりで’

は，芸術類は『学解悟説』（天保2），『六

三唐先生画譜』、（同），『琴操』’ i同3）『の

3点が，道家類は『老子道徳経回異』（天・

保4）と『朱子周団参同等考異』（享和2，

1717）の2点が，農家類はr農書3巻蚕

書1巻』（文政13，、1830），譜録類は『硯，

箋4巻墨経1巻』（文政5）のそれぞれ1

点ずつが見出されるのみで，法家類・術

数類・天文算法類の書などは全く見当た

りません。僅かに開版されました以上の

諸書は，『琴操』以外は全て当館にも架蔵

されております。

　最後に集部についてですが，この時期

’は唐・宋の古文が流行したこともあり，

文化11（1814）年に『唐宋入天三文読本』

が官刻されまして，当館にも入っており

ます。また『文章規範』ほ，文政元（1818）

年に覆朝鮮刊本が刊行されましたが，焼

版となったため，嘉永6（1853）年に今

度は覆元刊本が刊行されております。こ

れはどちらも当館には架蔵されておりま

せん。宋の蘇洵の『宋大家下文公文抄』

（安政4，1857），蘇州の『宋大家蘇文忠公

文抄』（同5），曾輩の『四大家曾文定会

下抄』（慶応元，1865）なども官刻され，

いずれも当館蔵書中に含まれておりま
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す。詰につましては謬園が排斥しました　　奨励の令を発しますと・それまでにも増

一儲が再び見直され，文政10（1827）年　　して有用な「藩版」がいろいろと開版さ

に『宋十五家画幅』が官刻されまして，　　れまレた。

当館もこれを架蔵しております。しゅし　　　当館炉所蔵しており帯す弔辞めうち主

この時期には，梁川星巌のように清詩を　　、なものを挙げてみますと，和歌山藩学習

貴お者もいれば，画論湾のように晩唐を　　館のr貞観政要』（山本楽所三校，文政6），

好しとする者もいたりしまして，必ずし　　津藩有造館の『資治通鑑』（石川竹厘等校，

も二曲のみが行われたというわけではな　　天保7一嘉永2，当館本は無刊記），二本松

かったようです。この時期の特徴のひと・　二二学館め『明朝紀事本末』（安積艮斎校，

つに詩話の類が多数翻刻されていること，　天保14，当館本は弘化3後門），徳島藩の

が挙げられます。官版でも，享和2（1802）　　『資治通鑑綱目全書』（文化6），高松藩

年に『蔵幅詩話』や『誠斎詩話』などが　　二道館の’rve書』（天保15）等々，史部の

’刊行されまして，当館にも架蔵されてお　　書物に大部なものの多いのが目につきま

ります。　　　　　　　　　　　　　　す。弘化4（1847）年，和歌山藩は銅活

　ところで「官版」という語を広義に解　　字を使って侠回書であります『群書治要』

釈しますと瀾成所や医学館などの刊行を刊／予しましたカs’e’本書はこれより先

物もこれに該当するものとみることがで　天明年間に名古屋藩が整版で刊行してお

総総慶き購聡翻二あ華南籍籠忽搬論
開成所から『万国公法』の漢訳本が翻刻一’　摩全書未収書目」に著録されることにts．

されました，慶応元年のことで，これは　　つたのであります。因に前者で使用され

中国で本書が刊行されました同治3た銅活字は隊康の細略解鵬に鋳造
　（1864）年のまさに翌年にあたります。　　きれたものであります。加賀藩が弘化元

当館所蔵本は開成所旧蔵本ですが，後印　　年から嘉永4（1851）年にかけて刊行し

本℃　しかも端本でございます。また多　　ました『欽定四経』も特筆すべきものの

紀元孝の私塾として明和2．（1765）年に　　ひとつでしょうが・当館には架蔵されて

創立されました蹄飼のち医学鋤ま；’おはせん・r詩灘英』とい一書1ま簡

寛政3（1791）年に幕府の経営するとこ　　約で携帯に便利なため，詩人墨客に愛用

うとなりました。ここから刊行されまし　　されました。我が国では文化13（1816）

た『備急千金枚方』，（嘉永2，1849序刊）、　年に鳥山侯によって覆清刊本が刊行さ

“は金沢文庫旧派の北宋刊本を覆刻したも　　れ，当館にも架蔵されております。本書

ので，当館にも架蔵されております。　　　、ぽ，明治になってからも幾度も刊行され

　　寛政以降はそれまで藩校をもたなかっ　　たようであります。・

　た多くの藩で藩校が新設され，藩士の教　　　ところで当館所蔵の藩版のなかには，

育のための機関として機能するととも　　庄内藩致道館の『論語』，彦根藩弘道館の

・に，tそこで頗されるテキ府などの串．　r逸罷』（蘇a1831）・水戸藩弘道旧

版も併せ行商ました．、∂わけ天保のr明朝破邪集』（安醐1855）・．灘有

・3（・842＞、年にXtneが諸藩に対レて出版造館のr経世文編抄』（嘉永元一5）など
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のごとく，木活字を使って開版した，い

・わゆる『「近世木活字本」もございます。

そのうちいかにもこの時期のものらしい’

珍しいもののひとつに，薩摩藩が安政4

　（1857），年に刊行しました『航海金針』

がございます。本書は英国公使の出資に

、より，1853年に中国で刊行された漢；訳の．

航海気象学書であります。

　以上，官版及び藩版について概観して

みたわけですが，この時期の和刻本漢籍

中主要なものは，この官版及び藩版のな

かに多く見出すことができると云われて

おります。この両者は，当時の教育や学

問の発展に大いに寄与するところがあっ

たようであります。

　この他，官吏・学者・名士などの非営

利的な出版物であります「家刻本」のな

かにも，たくさんの和刻本漢籍がみとめ

られます。そり代表的なもめとして，ま

ず寛政11（1799）年から文化7（1810）

年にかけて木活字を使って刊行されまし

た，林述斎編の「秩存叢書」を挙げるこ

とができます。『古文孝経』をはじめとす

る侠存書18点を収録した本叢書ぽ，1882

年に姻で重刊さ西当館にはこちらの

方が架蔵されております。英国人W・ミ

ュアヘッドO．『地理全層』を岩瀬魯震が

入手し，’安政5（1858）年に塩谷開国の

序文を付して上篇を，翌年には下篇を翻

刻いたしました。当館所蔵本は，江戸の

山城屋佐兵衛らが安政6年に上下両篇を

馳合わせて印行したもので，岩瀬の「爽快

模」が蔵版者となっております。本書は，

当時の漢籍地理書中最も総合的で優れた

ものと評されており，維新後も各地の中

．． w校で教科書として採用されたようであ

ります。この時期，大部な類書でありま

す『太平御覧』が刊行されております。

これは安政2（1855）年から文久元（1861）

年にかけて，幕府め医官喜多村拷窓が木

活字を使づ℃開版したものですが，当館

では架蔵しておりません。英国人医師ホ

ブソンの『西医略論』や『内科新説』な

どが，蘭方医三宅艮斎によって訓点を施

され，安政5年と6年にそれぞれ刊行さ

れました．このような漢訳西洋医学書の，

和刻本の刊行は，開明期にあった我が国

に西洋医学を紹介する上で，大いに役立

ったとされております。この両書はとも

た当館にもございます。清の室料の詩を

市河寛斎が編輯しました『再割詩釧が，、

文化13年に江湖詩社蔵版で刊行されまし．

た。この詩社は本書の編者市河が開いた

もので，柏木山亭・大窪詩仏」菊池五山

らがおり，清新平明な詩風を志向してい

ました。また佐倉藩附田中竹所が編輯し，

安政4年掛開版しました『随園文釧、と

いう二書もどざいます。これらはともに

　　　　　　　　　　　　　し当館蔵書中にも含まれております。

　最：後に出版書聖による営業出版物であ

ります「町版」の例をいくつか挙げてお

こうと思います。清の魏源の『聖軍記』

は，『海国図志』とともに，清朝の阿片戦

争敗北が契機どな？て執筆された警世の

書であります。1842年に刊行された本書

は，日本へは弘化元（1844）年に初めて

もたらされ，老中阿部正弘が入手して以

来数部が輸入されましたが，その都度価、

格は騰貴したと云われております。本書

の和刻本は，鷲津毅掌編『聖武記採要』

’（嘉永3）はじめ部分的なものが数種刊行

されてお1り，当館には，安政3（1856）

年に和歌山で山中松窓の校訂によって刊

行された『聖明記抜葦』，および江戸末期

に木活字で刊行されました「他山之石」

という叢書中の摘録本とが架蔵されてお
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ります。このうち和歌山の阪本屋大二郎

ちによって刊行された『聖武記依葦』は，

町版とみでもいいのではないでしょう

か。佐久間象山や吉田松陰らも，本書は

和刻本で読んだもののようです。宋の陳

’亮あr龍川文紗』などは，、大橋訥庵校訂

本が安政6年に，’石原二等校訂本が文久

3（1863）年に，それぞれ江戸と京都で

刊行されでおります。、前者は「芥隠書屋」

刊となっており，町版かどうか明らかで

はありませんが，一 P当館所蔵本はその後印

．本で，和泉屋金右衛門によって刊行され

、たものでございます。、後者は，額田正三

郎らによって刊行された町版と思われま

す。学術図書の部類に属します和刻本漢．

籍は，ゼちらかζいえば営業出版には不

向きなため，江戸時代をとおして幕府や

諸藩’・寺院・学識者などによる開版が大

部分を占めておりました。奥付などに出’

『版書錘の名が刻されていても，それはた，

んにその発行や販売などの事務をとつだ

だけというケースも多かったということ

でございます。ある刊行物が純粋な町版．

であるか否かの判定は，決して容易なこ

とではありません。

　清朝考証学の学風の影響と幕府の異学

に対する圧迫とが相挨って，我が国でも

この時期には，考証学・校勘学・一書誌学

などの学問が大いに発展しまし鵡その

結果，官版をはじめとする漢籍の和刻本．

も，善本を選んで底本とし，ヒれに十分

な校訂を加えた上で刊行されるようにな

つでまいりました。また「漢訳図書」は，’

幕末期め我が国に西洋の学問や海外情報

を紹介する上で非常に重要な役割を果た

したわけですが，その付訓の和刻本が刊

行されているのも，この時期の大きな特

徴のひとつと云えるでしょう。

おわりに

　以上，和刻本漢籍の開版について，明．

治維新を迎えるまでを歴史的に辿りなが

ら，当館が架蔵している主なものをみて

まいりました。これによって大体お分か

りい牽だけたかと存じますが，我が甲に

おける漢籍の翻刻・覆刻の歴史はたいへ

ん古く∴経・史・子・集の各部に亘る多．

種多様な書物が，様々な人々によって，

色々な目的のために，数多く開版さ．れて

ま．いりました。そして当館にも，それら．

のうち一の相当数が架蔵されているわけで

すから，その全容を正し，く把握し，紹介

するに値するものを漏れなく盛り込んで

ご紹介することは至難の業です。当然予

想されます不備な点につきまして1ま，皆

様方からご教示を賜われれば幸いに存じ

ます。”

　ところで，当館所蔵本を紹介しつつ，

未所蔵本についても些か言及しておきま
したのは，’ 槙ﾙが今後和刻本漢籍を購入

するにあたり，何程かの目安を提供でき

ればと考えたからであります。数量的に

は大分所蔵しているようですが，当擦あ

って然るべきものがなかったり，ある書

物の後印本や後一本は所蔵しているが初

刷本や元版は未所蔵といっ1たケースもか

なりございました。古版本のごとくその

伝存の稀なものの入手は現在で1まもはや

困難ですが，江戸時代に刊行されてかな

り流布したものなどは，注意を怠らなけ

・ればまだ手に入れる機会に恵まれること

．もあるものと思われます。和刻奉漢籍が

我が国の文化の発展に大きく貢献したこ

とや，本場の中国で既に侠亡し牟書物が

我が国に伝存し，その和刻本がかの国に

一　16　一・



逆輸入されて学界に強い衝撃を与えたケ

ースもいくつかあることなどを思います

と，その未所蔵本の収集は，国立図書館

としての当館に課せられた大きな責務の

ひとつと云えるのではないでしょうか。

　なお明治になってからも，その前半期

には漢詩文の分野などで前代の余勢がま

だ続いていまして，既成の版木を使った

後印本ばil・りでなく！新たに開版された

ものもかなりの数に上ったようです。し

かし本日は，この明治期の和刻本にまで

言及する余裕力偽りませんので，すべて

省略させていただきます。
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